
せんじゅうだ

るよう，ある力を与えておく必要が

ある。この力を復元力といい， この

復元カが同時に曲線路で軽量関車の転

向を君主く力になる。

復元力を発生する装置を復元装置

といい，復元力をばねを圧してその

反発力によって得るものをばね式復

元装置といい，台車にかかる重力を

利用するものを重力式復元装置とい

い，エ コノミ ・ コロ ・ 傾斜蘭 ・ リ γ

p ・ハ ー ト リ ソク式はこれに属する。

復元装置には復元力の性質から，

台車の移動量に無関係に， 常に一定

の復元カを生ずるものと ， 台車の移

動に伴ない復元力が変化するもの よ

2 巡りある。前者を一定復元力式と

いい，エ コノトコロ ・ 傾斜面式はこ

れに属する。後者には台車の移動量:

に正比例して復元力を増大するばね

式と，台車の移動に伴ない曲線的に

復元力を域大するリンク式 ・ ハ ー ト

リ ソ ク式がある。従台車の場合は復

元力はタソク機関車のように正向 ・

逆向ともに運転するものは，逆向運

転の際は先台車の作用をしなければ

ならなし、から，相当の復元力を持た

ねばならないが，テソダ後開幕では

正向王帥去を本則としているので，正

向巡転における曲線通過を容易にす

るため， 小さい復元力を与えている。

外国では従台車の復元力を全然与え

ていないものもある。しかしテゾダ

機関車でも逆向運転をすることがあ

るし ， また直線路上正向運転におい

て， 控襲関車後部のへび運動を少なく

するためにも ， ある程度の復元力を

持たせなければならなL 、。

復元力の性質として，強い場合に

は一車h心向き台車では台車を曲線外

側 ν ー ノレに寄せ， ~SJ\" 、場合には点l線

内側レ ー ノレに寄せる傾向があり，っ

き.に述べる心向き俸の長さとともに，

曲線通過時における台llïの位位を決定する。

3 心向き棒 ( radius baγ) 

心向き台車(図 1) は幽線において， 台わ く 中心線上にある中

心 ピ γのまわ りに台車が移動しうるようになっており，中心 ピ

γ と台車とを結ぶ絡を心同ijiき俸という。 心向き俸が図-2 のよう

にデルタ形の場合はその台Ilïをデルタ形台車という。心向き俸

を有する図ーlのよ うな台車をポニ 一台車 (Pony truck ) または

ピ ツ セノレ (Bissel truck ) とも称している。 心向き絡の長さは

後関車の車輪配置によ っ て泉ーなるが，節々の半径の曲線を幾何

学的に台車の車輪が，曲線の内外レー ノレ L 、ずれのfJllJにも備しな

いで通れるためには次式による。

α(α +b) 
x=ー一ー一一一ーー

2α +b 

x=心向き俸の長さ

1.心向き台車

事

.‘-

α=~; 1 動輪と先取h との距離

b=固定軌E巨

心向き絡が上記の数値より長いと ， 先輸は曲線において曲線

外側寄りとなり， 短い と i偽線内側寄りの傾向がある。分岐~:f通

過時，曲線外側寄りとなると護輪 ν ー ノレに梁り上げ脱線の傾向

があるので， 近時国鉄ではこれを防止するため，上記n式によ

るものより若干短い心向き鯵としている。

4 台車の極類

(1) エコ ノ ミ式

図-3 のように 2 つの括れこまの上に揺れま く らがのり ， それ

にはまりこんだ台車心ざらを介して，後関11.工の前部あるいは後

部の重量がかかっている。 I曲線において台車は曲線内方(突線

位置)に移動し， 台I転車由箱も片寄るため摺れこまの一方の足は

浮き上って傾く。この揺れこまが正位にもどろうとする力が復
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